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ム ギの 作期 に関 す る研 究

第 4報 出穂期前後の低温による稔実障害
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コムギは出穂期前後の低温によって不稔型の稔実障害を

起こすことが報告されている。多数の品種を供試 して作期

に関する試験研究の実施中に,5月下旬の低温によって,

■部の品種に稔実障害が認められた。その実態を調査 し,

最低気温との関係を検討したので,その結果を報告する。

2 稔実障害が発生する最低気温

出穂期前後の低温による稔実障害については ,次のよう

な報告がある。減数分裂期 (出穂前 8～ 10日 )では最低気

温が -12～ -15℃ ,-13～-18℃ のときに不稔が認
められている1'2)。 出穂期では最低気温が-12～-25

C,-13～ -18Cの とき及び OCに近いプラスの低温で
あるときに不稔が認められている1'2,4)。 開花期では最低

気温が-09～-12Cの ときに不稔が認められている5ヽ

3 5月 における最低気温

1981年 5月 における東北農試盛岡試験地の最低気温及び

盛岡地方気象台の最低員温 降水量を表 1に示す。5月 5

表 1 盛岡試験地及び盛岡地方気象台の最低気温と
降水量            (1981年 5月 )

日,6日 ,21日 ,22日 及び31日 の最低気温は 5℃以下で

あった。しかし,5日 及び 6日 にはコムギはまだ減数分裂

期に達していないことと0℃ 以下の低温でないことから,

5日 及び6日の低温による障害ではないと考えられる。そ

こで,21日 ,22日 及び31日 の午前0～ 6時の間の気温及び

風速の推移を盛岡地方気象台の記録より引用して図 1に示

す。

5月 21日   24h l
風

遠

(℃ )

0

5

10
5月 22日

１。
気
　
温

5

(m/s

6

)

０
０
　
５
　
Ю

図 1 気温及び風速 (1981年 )

4調 査 方 法

5月 下旬に出穂したナンプコムギ,ハチマンコムギの 5

回の播種区 (9月 10日,10月 9日 ,15日 ,11月 4日 ,14日 )

及び 5月 31日前後に出穂した トヨホコムギ,シ ロガネコム

ギの 11月 14日 播種区より,各 50穂 をランダムに採取 して調

査した。小穂ことに稔実粒数と不稔粒数を調査し, 1穂不

稔粒数と1穂全粒数との割合を不稔率とした。

ただし,ナ ンブコムギのみは穂の先が不稔になりやすい
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ため, 9月 10日 播種EKFでは不稔が低温によって発生 したも

のか否かが不明であった。そこで1穂全粒数と小穂段数と

の間には非常に高い相関 (1… 0,3)があることを確認し,

10月 9日 播種区のナンプロムギには低温による不稔はなか

ったものとして,小穂段数から1穂全粒数を求める回帰式

(1穂全粒数 -35,Xガ聴段数-2432)を 作った。この回

帰式によって9月 10日播種区の ナンブコムギの各穂の小穂

段数から1穂全粒数を推定し,稔実粒数との差を 1穂不稔

粒数として不稔率を算出した。

5 調査結果及び気温 との関係

調査結果を表 2に示す。9月 10日播種で5月 20日出穂の

ナンプコムギに約60%の 高い不稔率が認められた。

5月 20日 以外の出穂期では不稔率が04～ 82%で ある

が , 1穂 中に 2・ 3粒の不稔は通常 しばしばみられるので,

これらの不稔は低温と関係がないと考えられる。

以上のことか ら,5月 20日 出穂のナンブコムギの不稔は ,

21日 または 22日 の低温によるものであり,5月 31日 の低温

では各品種とも不稔は発生 しなかったと結論できる。

また減数分裂期及び開花期の低温による不稔は,最低気

温が -lo℃以下になったときに発生しているとの報告が
あるので,この場合のナンブコムギの不稔とは異なる。

5月 21日 は32℃ まで気温が低下し,ほ とんど風がなか

った。最低気温より植物体の温度が低下する場合は,晴 で

あること,風がないこと及び乾燥していることの 3条件が

揃っている場合である。そして,この場合の温度差は 4～

5℃ に達することもあると言われる3)。 この日は霜が観察

されていないので, OC以下には下らなかったが,快晴で

あること及び風がなかったことから,植物体の温度はOC
に極近いプラスの低温になり,こ の低温によって不稔が発

生したものと考えられる。

5月 22日 は最低気温が41Cで, 5℃以下であった時間
も短かく,風 もややあったので 植物体の温度は21日の低

温はどには下らなかったと推察される。そのため,こ の日

の低温による影響は少ないとみなしてょい。

5月 31日は最低気温が20Cになり,5℃ 以下の気温が
6時間以上も続いたが,風があったので植物体の温席も気

温とほぼ同じであったと考えられる。その上,この時期前

後に出穂 した4品種とも不稔が全くみられなかった。以上

のことから,こ の日の低温に起因する不稔は起こらなかっ

たと結論できる。

6摘

5月 下旬の低温により,コ ムギに不稔がみられたので,

実態を調査するとともに気温との関係を検討した。 5月 20

日出穂のナンプコムギに約 60%の不稔が認められた。これ

は 5月 21日 の低温によるものと考えられる。この日は最低

気温が32Cで あったが,植物体の温度はそれよりも低く,
OCに極近い低温であったと推察される。
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表 2 品種・播種期を異にした調査結果
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ト ヨ ホ コ ム ギ 1114 529 115 32 8
シロガネコムギ 1114 528 125 32 5 22


